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平成21年度

�級電気工事施工管理技術検定試験

学科試験問題(午前の部)

次の注意事項をよく読んでから始めてください。

〔注 意 事 項〕

�唖ページ数は亜表紙を入れて 22ページです。

�唖試験時間は亜 10時から 12時 20分までです。

	唖問題の解答の仕方は亜下記によってください。

イ唖〔No阿�〕〜〔No阿15〕までの 15問題のうちから亜 10問題を選択し亜解答してください。

ロ唖〔No阿16〕〜〔No阿48〕までの 33問題のうちから亜 15問題を選択し亜解答してください。

ハ唖〔No阿49〕〜〔No阿56〕までの 8問題のうちから亜 5問題を選択し亜解答してください。


唖選択問題の解答数が指定数を超えた場合は亜減点となります。

�唖解答は亜別の解答用紙に亜〔HB〕の黒鉛筆か黒シャープペンシルで記入してください。

それ以外のボールペン茜サインペン茜色鉛筆などを使用した場合は亜採点されません。

�唖問題は亜四肢択一式です。正解と思う肢の番号を次のマーク例にしたがってぬりつぶしてください。

マーク例 ●ぬりつぶし


唖マークを訂正する場合は亜消しかたが十分でないと指定数を超えた解答となりますので亜消しゴム

できれいに消して訂正してください。

�唖解答用紙は亜雑書きしたり亜よごしたり亜折り曲げたりしないでください。

�唖この問題用紙の余白を利用して亜計算などのメモを取ることは自由です。

10唖この問題用紙は亜午前の部の試験終了時刻まで在席した方のうち亜希望者は持ち帰ることができ

ます。途中退席者や希望しない方の問題用紙は亜回収します。
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※ 問題番号〔No阿�〕〜〔No阿15〕までの15問題のうちから亜10問題を選択し亜解答してください。

〔No阿 1〕 図に示す回路において亜電圧V〔V〕を加えたとき亜静電容量C1〔F〕亜C2〔F〕のコンデンサ

に蓄えられるエネルギーW〔J〕の大きさを求める式として亜正しいものはどれか。

1阿 W＝
C1C2V

2

C1＋C2
〔J〕

2阿 W＝ (C1＋C2)V2 〔J〕

3阿 W＝
C1C2V

2

2(C1＋C2)
〔J〕

4阿 W＝
(C1＋C2)V2

2
〔J〕

〔No阿 2〕 図に示す磁界中の導線に電流を流したとき亜導線に働く電磁力 F〔N〕を求める式として亜

正しいものはどれか。

ただし亜磁束密度はB〔T〕亜導線の長さはL〔m〕亜導線に流れる電流は I〔A〕亜磁界の向きと

導線の角度 θ＝ 45 °とする。

1阿 F＝  2 B I L 〔N〕

2阿 F＝  2 B I2L〔N〕

3阿 F＝
B I L

 2
〔N〕

4阿 F＝
B I2L

 2
〔N〕
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〔No阿 3〕 図に示す三相交流回路に流れる電流 I〔A〕を表す式として亜正しいものはどれか。

ただし亜電圧は V〔V〕亜誘導リアクタンスは XL〔Ω〕亜容量リアクタンスは XC〔Ω〕とし亜

XLと XCの関係は XL＞ XCとする。

1阿 I＝
V

 3 (XL−XC)
〔A〕

2阿 I＝
 3 V

XL−XC
〔A〕

3阿 I＝
V

3(XL−XC)
〔A〕

4阿 I＝
3V

XL−XC
〔A〕

〔No阿 4〕 静電電圧計に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 指針の指示は実効値を示す。

2阿 高電圧小電流の回路の測定に適している。

3阿 交流では周波数の変化に対する誤差が少ない。

4阿 外部磁界の影響を受けやすい。
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〔No阿 5〕 図に示すシーケンス制御の論理回路の名称とリレー回路図の組合せとして亜不適当なもの

はどれか。

1阿 2阿

3阿 4阿

〔No阿 6〕 三相同期発電機の並列運転を行うための条件として亜必要のないものはどれか。

1阿 短絡比が等しいこと。

2阿 周波数が等しいこと。

3阿 起電力の位相が等しいこと。

4阿 起電力の大きさが等しいこと。
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〔No阿 7〕 三相変圧器の結線に関する記述として亜不適当なものはどれか。

ただし亜一次及び二次の線間電圧はインピーダンス降下を無視するものとする。

1阿 −Y結線は亜発電所の昇圧用変圧器に多く用いられる。

2阿 Y− 結線は亜二次側線間電圧の位相が一次側線間電圧より 60 遅゚れている。

3阿 − 結線は亜平衡負荷の場合に線電流が相電流の  3 倍となる。

4阿 Y−Y− 結線は亜 巻線内に第	調波を環流させるので亜誘導起電力のひずみを抑制

できる。

〔No阿 8〕 高圧進相コンデンサに関する記述として亜�日本工業規格（JIS）�上亜誤っているものは

どれか。

1阿 集合形コンデンサは亜適切な個数の単器形コンデンサを�個の共通容器又は枠に収めた

ものである。

2阿 はく電極コンデンサは亜金属はくを電極として亜誘電体の一部が絶縁破壊しても自己

回復することができる。

3阿 油入コンデンサは亜コンデンサ内部に80℃において流動性がある液体含浸剤を充てん

している。

4阿 保安装置内蔵コンデンサは亜コンデンサの内部に異常が生じた際亜異常素子又は素体に

電圧が加わらないように切り離しできる装置を組み込んでいる。

〔No阿 9〕 汽力発電における熱サイクルに関する次の文章に該当する用語として亜適当なものは

どれか。

�蒸気がタービン内で膨張する途中を数段に分け亜一部をタービン外に抽出して亜これを

ボイラの給水加熱に用いることによって熱効率を向上させるサイクル�

1阿 ランキンサイクル

2阿 再熱サイクル

3阿 再生サイクル

4阿 再熱再生サイクル
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